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１．概要（Summary） 

医療診断において、簡便・迅速・高感度に癌や生活習

慣病等疾病に関与するマーカー分子を検出・定量可能な

センサが求められている。しかし、これまでに報告されて

いるセンサは、高額かつ大型の装置を必要といった課題

があった。 

本研究は、上記課題を解決し、医療診断の実現が可

能なセンサを開発するため、ナノメートルサイズの誘電体

が周期的に配列した構造を有する光学素子「フォトニック

結晶(Photonic crystal: PhC)」を高分子材料上へナノイ

ンプリントリソグラフィーにて作製し、センサへと応用する

ため、豊田工業大学保有設備利用・技術代行によって

PhC作製に必要な鋳型の作製条件検討を実施した。 

作製した鋳型は、今後ナノインプリントリソグラフィーを

用いて簡便かつ安価に PhC を作製し、DNA やタンパク

質など種々の生体分子を高感度かつ簡便に検出・定量

可能なバイオセンサを開発することを目指す。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

Reactive Ion Etching 装置 

Deep Reactive Ion Etching装置 

 

【実験方法】 

鋳型作製には、シリコン基板上へ電子線描画装置を用

いて描画したパターン上へエッチング装置にてエッチング

処理を行った。なおエッチング処理には、ガス流量・時間

等を系統的に変化させて処理を行った。加えてエッチン

グ後は、鋳型のアスペクト比等を走査型電子顕微鏡にて

観察し、作製精度等評価を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した鋳型の外観写真を Fig. 1 に示す。作製した鋳

型は、ナノメートルサイズの周期構造に依存する構造色を

目視にて観察することができたが、十分なアスペクト比を

得ることはまだできなかった。しかし、今後さらなる条件検

討を進めることにより、良好なアスペクト比を有する鋳型を

作製することが可能と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Photograph of nanoimprint lithography mold. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

設備利用についてご指導いただいた佐々木実先生、

梶浦敬三様（豊田工業大学）に感謝いたします。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし 

 

６．関連特許（Patent） 

なし 


